


ユニアデックスってこんな会社！

　
ユ
ニ
ア
デ
ッ
ク
ス
は
、
日
本
ユ
ニ
シ
ス

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
サ
ポ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
１
９
９
７
年
に

創
業
し
ま
し
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｙ（
旧
：

日
本
ユ
ニ
シ
ス
）
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し

て
事
業
を
拡
大
し
、
金
融
、
製
造
、
流
通
、

交
通
、
学
校
、
医
療
、
公
共
、
通
信
な
ど

幅
広
い
分
野
の
Ｉ
C
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
設
計

か
ら
導
入
、構
築
、保
守
運
用
に
か
か
わ
り
、

豊
か
な
社
会
の
創
造
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
変
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に

柔
軟
に
対
応
し
、
お
客
さ
ま
の
ク
ラ
ウ
ド

利
用
を
後
押
し
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
A
I

活
用
、
D
X
支
援
な
ど
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
社
員
は
「
Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」

と
し
て
、
常
に
前
向
き
に
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
健
康
経
営
に
は
２
０
１
７

年
か
ら
注
力
し
、
７
年
連
続
で
「
健
康
経

営
優
良
法
人
（
大
規
模
法
人
部
門
）
ホ
ワ

イ
ト
５
０
０
」
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
技
術

や
経
験
を
社
員
同
士
が
共
有
し
よ
う
と
す

る
学
び
の
社
風
も
、
同
社
の
技
術
者
が
高

く
評
価
さ
れ
る
理
由
で
す
。

役員と社員の対話が生む働きやすさと一体感
社会に感動を提供するICTインフラサービス企業

ユニアデックス株式会社

C O M P A N Y  F I L E

ユニアデックスが目指す
健康経営の先にある未来

ユニアデックスでは、人と会社を輝かせ、社会の幸福につなげるために健康経
営に取り組んでいます。業務執行役員の高柳陽子さんにお話をうかがいました。

　なぜなら、魅力的な組織や人は会社全体
の創造性や躍動感に大きく影響するからで
す。そうした状況を長く継続していくため
にも社員には自分自身の強みを活かし、「な
りたい自分」に向けて、学習や挑戦を続け
てほしいと願っています。
　そして、組織の中で何ができるかを自問
し、試行錯誤しながら結果を出していくす
ばらしい経験をたくさん積んでもらいたい
と思います。それは、社員と会社が相思相
愛の状態になっていることを意味します。
　会社の成長は社員の成長と連動し、お客
さまや社会の幸福にも連動しています。そ
こに健康経営の本質があると思っています。
当社は今後も人や組織を魅力的に輝かせる
ことで、会社の成長、ひいてはお客さまと
社会の幸福につなげていきます。

　人と組織が意識づけや働く環境次第で大
きく変化し、輝きをまとう瞬間を目の当た
りにしてきました。変化するタイミングや
きっかけはさまざまですが、いずれにおい
ても社員が自ら考え、行動することが起点
になっていました。
　当社の健康経営施策は、社員自らが能動
的に働きがいを追求し、「幸せな状態」を
創り出していくために存在します。「社員
一人ひとりが個の強みを活かし、最高のパ
フォーマンスを発揮すること」を目的にし
ており、そのための職場環境づくりを積極
的に推進しています。
　たとえば、社員がユニアデックスで働く
ことの意味を見出し、自身の成長と会社の
成長を重ね合わせていくために、「ユニア
デックス・フィロソフィー（次ページ参照）」
を軸に据えています。これは社員にユニア
デックスで働くことを選択し続けてもらう
ためにも欠かせない施策です。

　多様な個性・才能を持つ仲間とともに、
軸を保ちながら価値創造に取り組み続けて
いる組織で働く経験は、社員にとって大き
な財産となりますし、お客さまの期待を超
え、感動を与える下地にもなります。

業務執行役員に聞く！

能動的に働きがいを追求し、
 「幸せな状態」を創り出す

社員と会社の相思相愛の関係は
お客さまや社会に連動していく

学習や
挑戦を続ける人が
活躍できる
環境があります

業
務
執
行
役
員 

人
事
部
担
当

高
柳 
陽
子
さ
ん



フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
浸
透
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
で
き
る
ま
で

企
業
の
根
幹
と
な
る
考
え
方
を
示
す
「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」
や
こ
れ
か
ら
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
の
裏
話
を
働
き
が
い
推
進
室
メ
ン
バ
ー
に
聞
き
ま
し
た
。

　
当
社
で
は
、「
働
き
が
い
の
あ
る
い
き
い
き

と
し
た
会
社
」
に
す
る
こ
と
を
目
標
の
ひ
と
つ

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
組
織
を
目
指
す
べ
き
な
の
か
を
検
討
す

る
た
め
、
２
０
１
９
年
に
「
働
き
方
風
土
改
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
し
、
企
業
と
し
て
の

あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
当
社

が
掲
げ
て
い
る
「
ユ
ニ
ア
デ
ッ
ク
ス
・
フ
ィ
ロ

ソ
フ
ィ
ー
」の
中
の「
ビ
ジ
ョ
ン
」の
文
言
を
一

新
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
の
価
値
や
目
指

す
方
向
性
に
つ
い
て
社
員
同
士
で
意
見
交
換
を

す
る
「
ビ
ジ
ョ
ン
対
話
会
」
を
実
施
。
対
話
会

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
意
見
も
反

映
で
き
る
よ
う
に
ほ
ぼ
全
社
員
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、
そ
れ
を
も
と
に
約
１
年
か
け
て
ビ

ジ
ョ
ン
の
文
言
を
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
２
０
２
１
年
に
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン

「
未
来
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
に『
ほ
っ
と
す
る
幸
せ
』

を
創
り
ま
す
。
ム
ズ
カ
シ
イ
を
楽
し
も
う
！
」

を
発
表
。
社
員
か
ら
は
「
自
分
た
ち
で
決
め
た

言
葉
だ
か
ら
な
じ
み
が
持
て
る
」「
チ
ー
ム
で

課
題
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
と
き
に
、
合
言
葉

の
よ
う
に
し
て
士
気
を
高
め
て
い
る
」、
役
員

か
ら
は
「
社
員
か
ら
『
ほ
っ
と
す
る
幸
せ
を
創

る
』
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
こ
と
に
感
動
し

　2021年4月に「働き方風土
改革プロジェクト」の推進を目
的として、人事部内に発足。
社員がこれまで以上に働きがい
を持って活躍できるよう、健康
経営施策のほか、「役員と社員
の対話会」「女性対話会」など、
さまざまなプロジェクトを進め
ています。
　室長の大津さんは、「何に働
きがいを求めるかは人それぞれ
異なります。社員一人ひとりが
求めるものを組織の中でどう実
現していくかを議論して、実現
に向けて取り組んでいける専門
的な部署があるのは当社の大
きな強みです」と話します。

働きがい推進室とは？

人
事
部 

働
き
が
い
推
進
室 

室
長

大
津 

麻
由
美
さ
ん

人
事
部 

働
き
が
い
推
進
室

大
根
田 

弥
生
さ
ん

役員が自ら勉強会で議論を重ねる

社員との対話会に臨むために真剣

半日かけて企業価値を再考

フィロソフィー浸透のために、田中建社長も率先して対話会に参加

た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
あ
り
た
い
姿
、
目
指
す
べ
き
姿

に
つ
い
て
社
員
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
こ
と
で
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
2
0
2
7
年
に
創
立
30
周
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
2
0
2
3
年
か
ら
役

員
と
社
員
で
「
ユ
ニ
ア
デ
ッ
ク
ス
・
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ー
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
「
対
話

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
役
員
が
フ
ィ
ロ
ソ
フ

ィ
ー
に
対
す
る
考
え
方
を
披
露
し
合
っ
た
り
、

普
段
の
仕
事
で
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
体
現
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
議
論
を
深

め
ま
し
た
。

　
対
話
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
開
催
し
、
全
国

か
ら
社
員
が
2
5
0
名
以
上
、
業
務
執
行
役
員

以
上
の
役
員
が
20
名
参
加
。
社
員
か
ら
は
「
改

め
て
い
い
会
社
だ
と
思
え
た
」「
フ
ィ
ロ
ソ
フ

ィ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
中
で
、
も
っ
と
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
と
前
向
き
に
な
れ
た
」

な
ど
の
声
が
上
が
り
、
部
署
を
ま
た
い
だ
横
の

つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

働
き
が
い
推
進
室
メ
ン
バ
ー
が
語
る

役
員
と
社
員
の
対
話
を
通
し
て

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

創
立
30
周
年
に
向
け
て

役
員
と
社
員
の
想
い
を
ひ
と
つ
に

社員の
道しるべになる
ユニアデックス・
フィロソフィー

働きがいのある
いきいきとした会社を

目指しています

役員と社員の
距離感が近いのも

当社の特徴です



「充実した制度」×「活用しやすい風土」 が仕事と人生を豊かにする

どんなに充実した制度があっても
活用しやすい風土がなければ意味がありません。
人事部部長の大河内真樹さんは
「両方を兼ね備えているのがユニアデックスの強み」
と話します。

人事部 部長

大河内 真樹さん

　
時
間
・
場
所
に
制
約
さ
れ
な
い
働
き
方

の
実
現
を
目
指
し
、
約
７
割
の
社
員
は
テ

レ
ワ
ー
ク
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
テ

レ
ワ
ー
ク
か
ら
出
社
に
切
り
替
え
て
い
る

企
業
が
多
い
中
、
全
社
員
が
自
分
の
意
思

で
出
社
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
働
き
や
す
さ
に
直
結
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
新
卒
や
入
社
間
も
な
い
社

員
の
中
に
は
、
出
社
し
な
い
と
同
期
や
先

輩
と
仲
良
く
な
れ
な
い
、
上
司
に
気
軽
に

相
談
し
に
く
い
と
い
う
声
も
あ
る
た
め
、

入
社
前
の
内
定
式
や
入
社
式
、
配
属
前
の

集
合
研
修
は
す
べ
て
対
面
で
実
施
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
会
議
の
際
は
、
オ
フ
ィ
ス
に
出
社
し
て

会
議
室
か
ら
参
加
す
る
社
員
と
、
自
宅
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
社
員
が
混
在

し
て
い
る
た
め
、
本
社
に
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
会
議
室
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
大
画
面

モ
ニ
タ
ー
の
ほ
か
、
発
言
者
を
感
知
し
て
追
っ

て
く
れ
る
カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク
な
ど
が
整
っ
て
い

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
最
適
な
場
所
で
働
き
つ

つ
、
ス
ト
レ
ス
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
都
内
に
は
大
手
町
と
新
宿
、
関

西
に
は
京
都
と
神
戸
に
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
グ
ル

ー
プ
専
用
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
も
あ
り
ま

す
。
社
員
は
お
客
さ
ま
と
の
商
談
や
短
時
間
の

ワ
ー
ク
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
と
一
緒
に
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
考
え
、

新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
た
め
に
、
東
京
・
丸

の
内
に
共
創
ス
ペ
ー
ス
「
Ａ
Ｃ
Ｔ
＋
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

本社ビル1階にあるフリースペース

ACT+BASE＠丸の内

栄養満点のメニューが人気の社員食堂 社員みんながいきいきと働いているから、オフィスには自然と笑顔があふれる

多様な社員の活躍を推進！

社
員
の
７
割
は
テ
レ
ワ
ー
ク

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
も
活
用

＠
丸
の
内
」
を
開
設
。
動
画
撮
影
や
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
配
信
が
で
き
る
ス
タ
ジ
オ
、
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
有
し
て
お
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
セ
ミ
ナ
ー
利
用
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

で
活
用
し
て
い
ま
す
。
ア
ロ
マ
の
香
り
や
自
然

音
が
心
地
よ
い
こ
だ
わ
り
の
施
設
内
で
、
お
客

さ
ま
と
と
も
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持
ち
で

ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
社
ビ
ル
に
は「
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
診
療
所
」

が
あ
り
、
内
科
、
消
化
器
科
、
循
環
器
科
、
皮

充
実
し
た
福
利
厚
生
と
休
暇
制
度

社
内
に
は
診
療
所
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
も

膚
科
な
ど
の
医
師
が
日
替
わ
り
で
常
駐
し

て
い
ま
す
。
勤
務
中
に
体
調
が
悪
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に
受
診
し
て
休

養
で
き
る
ほ
か
、
薬
も
処
方
し
て
も
ら
え

ま
す
。
ま
た
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
が
常
駐
し

て
い
る
た
め
、
勤
務
時
間
内
に
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
福
利
厚
生
に
関
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
当
社
の
特
徴
は
そ

れ
ら
を
利
用
し
や
す
い
風
土
が
醸
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
産
前
産

後
休
職
は
あ
わ
せ
て
９
か
月
間
（
労
働
基

準
法
で
国
が
定
め
る
日
数
の
３
倍
）
を
取

得
で
き
ま
す
が
、「
業
務
の
こ
と
が
気
に

な
っ
て
ゆ
っ
く
り
休
め
な
い
」
と
い
う
状

況
を
避
け
る
た
め
に
、
で
き
る
か
ぎ
り
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
産
後
休
職
の
あ
と
は
育
児
休
暇
に
な
り

ま
す
が
、
お
子
さ
ん
が
２
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
前
日
ま
で
何
度
で
も
取
得
可
能
で

す
。
保
育
園
入
園
の
都
合
で
実
際
に
２
歳

ま
で
休
職
す
る
社
員
は
多
く
は
な
い
も
の

の
、
本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
周
囲
の
理
解

が
得
ら
れ
る
風
土
が
あ
り
ま
す
。



　
男
性
育
休
に
関
し
て
は
、
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
男
性
社
員
の
う
ち
約
40
％
が
取
得
（
２

０
２
２
年
度
実
績
）。
期
間
は
１
～
２
か
月

が
多
く
、
お
子
さ
ん
が
熱
を
出
し
た
と
き
な

ど
も
、
休
暇
制
度
な
ど
を
利
用
し
て
男
性
社

員
が
休
む
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

　
有
給
休
暇
の
取
得
率
も
85
・
９
%
と
高
く
、

多
く
の
社
員
が
制
度
を
賢
く
利
用
し
て
仕
事

と
家
庭
の
両
立
を
図
っ
て
い
ま
す
。
有
給
休

暇
に
関
し
て
は
、
通
常
2
年
以
内
に
消
化
し

な
け
れ
ば
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
当
社

の
場
合
、
未
消
化
分
の
有
給
休
暇
を
60
日
分

は
貯
め
て
お
き
、
傷
病
時
や
子
ど
も
の
看
護
、

親
の
介
護
な
ど
一
定
の
条
件
で
使
用
で
き
ま

す
。
有
給
休
暇
は
新
卒
・
中
途
採
用
者
と
も

に
、
入
社
日
か
ら
付
与
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
年
に
１
度
「
自
己
申
告
制
度
」

が
あ
り
、
上
司
へ
異
動
の
希
望
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
セ
ー
ル
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
職
種
変
更
す
る
な
ど
の
例
が

あ
り
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
希
望
の
キ
ャ
リ

ア
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
職
種
変
更
は
こ
の
ほ
か
、
社
内
求
人

に
応
募
し
て
異
動
す
る
こ
と
も
で
き
、
社
員

の
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
企
業
力
を
向
上
さ
せ
、
お
客
さ
ま
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
健
康

や
人
生
を
支
え
る
体
制
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
高
く
働
け
る
職
場
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ

と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　全社員のうち女性が約２割という同
社。育児とキャリアの両立、健康面な
ど女性ならではの悩みを共有し、より
働きやすい組織を目指すため、2023年
に「女性対話会」を実施しました。
　この日は地方からも多くの女性社員
が本社を訪れ、テーマごとにグループ
をつくり、約３時間にわたって語り合
いました。

全国各地から女性社員が
参加し、女性ならではの
働く悩みを共有！

CLOSE UP
女性対話会

育休取得から復帰までの
フォローアップ体制

ユニアデックスでは、育児・介護休暇などを取得しやすくするために、
取得から職場復帰までの相談・支援体制を充実させています。

育休明けの男性社員２人に感想を聞きました。

　私はこれまで育休を2回取得していま
す。1回目は双子が生まれ、妻の体調を
気遣い１か月の休暇をとりました。上司
のお子さんも双子だったため理解があり、
背中を押してくれました。育休中はお客
さまのケアが心配でしたが、グループリ
ーダーを筆頭に仲間がしっかりカバーし
てくれたので、大きな問題はありません
でした。
　２回目は４人目の子どもが生まれた際
に２か月間取得しました。大きな心境の
変化は、「長い人生、ほんの数か月なら
休んでも仕事はなくならない。復帰した
らまた頑張って取り返せば大丈夫」と考
えられるようになったことです。むしろ、
新生児から乳児期の限られた時間を共有
できないことのほうがものすごくもった
いないと思うようになりました。

　次男が生まれたときに半年間の育休を
取得しました。今の部署には育休を取得
した上司や同僚がたくさんいて、上司も
育休取得をすすめてくれたので、休暇を
とることへの不安や抵抗感はありません
でした。最近は私と同じように「せっか
くの制度を積極的に活用しよう」と考え
る若手が増えたように思います。
　育休に入った直後は、仕事のことが気
になり、チャットをのぞいていましたが、
仕事の関係者が連絡を控えてくれたおか
げですぐに仕事を忘れて育児に集中でき
るようになりました。育児にかかわるよ
うになり、復職後は残業をなるべくせず
効率よく業務をこなすことをいっそう心
がけるようになりましたね。仕事を一人
で抱え込まず周りに助けてもらおうと思
うようになり、要領がよくなりました。

イクメン社員が語る！

「充実した制度」×「活用しやすい風土」が仕事と人生を豊かにする

多様な社員の活躍を推進！

NIPPON ITチャリティ駅伝に出場

育児を経験すると
仕事の要領が
よくなります

上司が
背中を押してくれ、

育児に専念
できました

「
自
己
申
告
制
度
」や「
社
内
求
人
」
で

自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
進

サービスプロバイダ
第一営業部 第三営業所

山田 達史さん

アカウントサービス第三本部
クラウドサービス部

（関西支店内）

加藤 聖治さん

※QRコードを読み取ると２人のより詳しい育休体験談記が読めます



IT未経験者でも万全のサポート！
「ユニアデックスアカデミー」の育成力

　ユニアデックスでは、2016年度より「ユ
ニアデックスアカデミー」を創設しました。
エンジニア、セールスなど職種ごとの専門
スキルだけでなく、マインド、ビジネスス
キルなども含めた総合的かつ実践的なプロ
グラムにより全社員の成長を図っています。
　目指すスキルごとに「専門力」「人間力」
「実行力」に分け、高い専門性とともに高
い志を備えた人材を育成しています。
　入社後新人研修では、職種共通の合同研
修と職種別研修を経て、約１年間にわたり
現場でOJTを実施。新人研修期間中に改め
て配属に関するヒアリングを行い、配属先・
職種を決定します。きめ細やかな研修によ
り、自分では気づかなかった適性がわかる
こともあります。
　この研修はIT技術の基礎固めができるた
め、ITの知識を持っていない方でもしっか
りと技術の基礎を習得したうえでエンジニ
アとして現場へ配属されます。出身学部に

かかわらず、自分が何をやりたいのか、ど
んなことに適性があるのかを把握し、自身
の可能性を追求できます。
　配属後もユニアデックスアカデミーの教
育体系に沿った研修プログラムを用意。年
代にとらわれず、いつまでも社員が成長し
ていくことを支援します。

ユニアデックスアカデミーの教育・研修体系

ユニアデックスがお客さまから評価され、常によりよいサービスを提供
し続けられる秘訣とは？　仕事のやりがいや働きやすさを聞きました。

いきいきと働ける理由

私の部署は３年前に新設され、当
初は「はじめまして」同士の集まり
でしたが、真面目で誠実、それで
いて気さくな人が多く、すぐにメン
バー同士で打ち解けることができま
した。年齢・性別・過去の経歴に
おいて多様性のある部署ですが、
チーム一丸となって仕事に取
り組んでいる点が強みです。
「新しいもの」に触れる機

会も多く、モチ
ベーションにつな
がっています。

価値観を共有する風土が
醸成されていることで、
社内の上司・部下、役
員の方々とも気軽にコ
ミュニケーションがとれ、
関係性が近いところが、
他社にはないよさだと思い
ます。また、「若手だから」「経
験がないから」といった決め
つけはなく、誰もがチャレンジ
する機会を得られる環境が、自
身の成長につながっていると感じ
ています。

お客さま案件を常に自分事として対
応している人が多く、私自身も「自
分事マインド」が身につきました。ビ
ジネス系・技術系を含めたさまざま
な研修が充実しているため、専
門性を磨くことができます。さら
に、出社・テレワークのハイブ
リッドワークが定着しており、
働く環境の自由度が高く、

娘が産まれた際には
半休・時間代休など
の制度を利用し、柔
軟に働けました。

社員に寄り添った人事制度や福利
厚生が整備されており、フレック
スタイムなどを日々活用しています。
上層部の方々を含め、一緒に仕
事をする仲間がさまざまな意見
を受容し合う環境もあるため、
新たなチャレンジの場や成長
機会には積極的に背中を押
してくれます。こうした社内
の雰囲気はとてもありがた
く、自律した考えを持ち
行動できるようになった
と感じています。

教育体制と社内の風通しのよさが
働きやすさの要素のひとつだと思
います。コロナ流行初期の入社で
したが、オンライン研修への移行
が迅速で、その後のフォローま
で充実していました。配属先
は社員がお互いを尊重し、
上司部下にかかわらず気軽
に意見・相談が可能な環
境です。社員が協力
し合う「助け合い精神」
を学び、一歩成長す
ることができました。

コロナ禍での中途入社で会社
に馴染めるか不安がありまし
たが、会社の仕組みや業務
内容を丁寧に教えていただき、
スムーズに業務に入れました。
２児の母の私でも子育てと両
立しながらプロジェクトリー
ダーに挑戦できたのはテレ
ワークのおかげ。プロジェク
トの進捗に課題があった
ときは、上司や同僚ばか
りか他部門からも支援
がありました。

ＤＸシステム改革推進部 部長

高畑 浩史さん

人
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事
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理
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業
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室
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さ
ん

ソリューション営業本部
第一営業部 第二営業所

菊地 七海さん

アカウントサービス第二本部
システムサービス二部 四課

斎藤 康平さん

ビ
ジ
ネ
ス
企
画
推
進
部

リ
カ
ー
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室 

室
長

古
田 

佳
世
さ
ん

独自のプログラムでIT未経験者でもプロフェッショナルへ
育成するユニアデックス。その仕組みを紹介します。

ユニアデックスで活躍している社員が語る


